
本研究会において議論を深めていただきたい論点（例）

（１）大都市や地方など、立地や戦略に応じた今後のビジネスモデルのあり方
（２）人手不足や働き方改革の流れを踏まえた店舗運営のあり方

①営業時間・休業日のあり方
②人手不足の中でのオペレーションの改善
③店舗や物流なども含めた働き方改革の取組（店舗だけでなくサプライチェーン全
体の働き方改革）

（３）サプライチェーンの非効率性に起因する食品ロスやアパレルロスの削減
例）データの共有・活用による需要予測等

（４）（１）～（３）を実現する上での事業インフラの整備
例）デジタル化（リアルとネットの融合、社内インフラのデジタル化）

協調領域（共同物流、共同在庫管理）等

資料８



 本年３月～７月（予定）にかけて、有識者研究会を５回程度開催。また、研究会のほか、消
費者へのアンケート調査を実施予定。

今後の進め方

第２回研究会（４月上旬）
・関係者ヒアリング 《➀地方産品の販路開拓、②物流》

第４回研究会（6月頃）
とりまとめの方向性等

第１回研究会（3月2日）
・現状認識
・関係者ヒアリング 《①百貨店、②アパレル、③食品》

第５回研究会（7月頃）
とりまとめ

第３回研究会（5月頃）
・働き方改革、デジタル化等

消費者調査（WEB調査）

※各回の議題については、今後の議論の内容によって変更となる可能性有。
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